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2013 年国際会議統計が発表されました  国際会議誘致案件の紹介 

 日本政府観光局（JNTO）より、2013 年

の日本の国際会議開催件数が発表され、前年

から 90 件増の 2,247件となりました。 

その中、名古屋市の開催件数は 17 件増え

143 件で、都市別順位は 2012 年と同様 6

位でした。 

また、名古屋大学で開催された国際会議は

76 件と、会場別の開催件数では全国 4 位

（前年 52 件、6 位）と、大きくランクアッ

プしました。赤崎先生と天野先生のノーベル

物理学賞受賞でさらに名古屋大学のランクア

ップが期待されます。 

会場別 国際会議開催件数  

1 位：パシフィコ横浜  128 件 

2 位：九州大学  127 件 

3 位：大阪大学   84 件 

4 位：名古屋大学   76 件 

5 位：京都大学   59 件 

 

MICE 部会キックオフセミナー開催します 

 

  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
トリップアドバイザー※ 

「トラベラーズチョイス™ 世界のベストレストラン

2014」で名古屋の老舗が 5 位に 
 

 

 

 

 

誘致中国際会議のご紹介 

① ロボカップ世界大会２０１７ 

ビューローが誘致中のロボカップ世界大

会について市長が名古屋誘致を表明。誘

致決定に向け、会場視察の受入や、ロボ

カップ日本委員会と連携し誘致活動を進

めています。 

② 国際影響評価学会（IAIA）２

０１６ 

９月にアメリカの国際本部から視察団が

来名し、日本の準備委員会と共に受け入

れを行いました。名古屋の環境への取り

組みや、名古屋国際会議場、市内ホテル

および地下鉄等市内アクセスを紹介し、

名古屋へ誘致を働きかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 1 回日本基礎理学療法学会学術集会、日本基礎理学療法学会第 4 回学術大会合同他学会

（11 月 15 日～16日） 

 第２４回日本臨床精神神経薬理学会・第４４回日本神経精神薬理学会 合同年会 

（１１月２０日～２２日） 

 日本 DNA 多型学会第 23 回学術集会（11 月 26 日～28 日） 

 第 46 回日本芸術療法学会（11 月 29 日～30日） 

コンベンションボランティアが活躍します！（2014 年） 

「トラベラーズチョイスアワード」とは、世界中の旅行者

の口コミをもとに優れた施設を表彰するものです。

日本国内の人気レストランは築地市場内の「寿司

大」を筆頭に、東京のレストランが 10 位中 5 つを

占める中、あつた蓬莱軒（松坂屋店）が 5 位に選ば

れました。 

【日本のレストラン トップ 10】 

順位 / レストラン名 （所在地） 

1 位 寿司大 （東京都） 

2 位 松阪牛焼肉 M 法善寺横丁店（大阪市） 

3 位 NARISAWA （東京都） 

4 位 久兵衛 銀座本店 （東京都） 

5 位 あつた蓬莱軒 松坂屋店 （名古屋市） 

6 位 梅丘寿司の美登利総本店 渋谷店 （東京都） 

7 位 ひとし 石敢當店 （沖縄県石垣市） 

8 位 はふう 本店 （京都府京都市） 

9 位 Bistrot Cafe de Paris （神戸市） 

10 位 東京 芝 とうふ屋 うかい （東京都港区） 

 

※トリップアドバイザー（本社：米国マサチューセ

ッツ州ニュートン）は、旅行者が最高の旅行を計画

し実行するための世界最大の旅行サイト。 

 
 

 

 コンベンション部では、本年度より賛助会員

を対象にMICE 部会を立ち上げました。MICE

誘致に関係する企業との情報交換、連携事業

の共同企画などに着手するべく機会として、

下記のとおりセミナーを開催します。 

参加申し込みはmice@ncvb.or.jp まで。 

 

日時：平成 26 年 12月 2 日(火) 

 14：00～15：30」 

場所：伏見ライフプラザ１０階  

第２研修室 

 

① ロボカップ世界大会２０１７ 

ビューローが誘致中のロボカップ世界大

会について市長が名古屋誘致を表明。誘

致決定に向け、会場視察の受入や、ロボ

カップ日本委員会と連携し誘致活動を進

めています。 

② 国際影響評価学会（IAIA）２０１６ 

９月にアメリカの国際本部から視察団が

来名し、日本の準備委員会と共に受け入

れを行いました。名古屋の環境への取り

組みや、名古屋国際会議場、市内ホテル

および地下鉄等市内アクセスの良さを紹

介し、名古屋へ誘致を働きかけました。 

 


